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事業活動

2010年度の実績と今後の展望
電子製品関連が好調。テープ部門はグローバル化をさらに推進。

液晶表示用材料

2010年度は、日本のエコポイント制度や各国の景

気刺激策を背景に液晶テレビ向けの需要が堅調に推

移しました。LED（発光ダイオードと呼ばれる半導

体）バックライトを搭載した液晶テレビの普及に加え、

立体画像を楽しめる3Dテレビの販売も始まりまし

た。当社の光学フィルムはこれらに採用され、液晶テ

レビの進化に貢献しています。

携帯電話においては、スマートフォン（多機能型携

帯電話）の市場が拡大しました。従来の携帯電話より

画面サイズが大型化することに加え、画質においても

高精細な液晶パネルが搭載されるようになりました。

ここでも当社の液晶テレビ向けなどに培った光学フィ

ルムの技術が活かされ、スマートフォンの需要拡大に

貢献することができました。

また、2010年度は、タッチパネル搭載機器の市場が

拡大したことにより、透明導電性フィルム「エレクリス

タ™」の需要が大きく伸びました。特に、スマートフォ

ンでのタッチパネル搭載が顕著ですが、今後はタブ

レットPCなど多くのモバイル機器への展開が見込ま

れています。情報を入力するインターフェースとして

タッチパネル市場は、ますますの市場伸長が期待され

ます。その分野において、「エレクリスタ™」が欠かせ

ない材料となるようにしていきたいと考えています。

液晶市場がそれほど遠くない将来に成熟期を迎え

た際においても、安定かつ持続的な利益をもたらす

事業であり続けることを目指し、一層の体質強化と革

新的な製品開発に注力していきます。

エレクトロニクス関連材料

プリント回路は、パソコンの記憶装置であるHDD

（ハード・ディスク・ドライブ）に搭載される、フレキシ

ブルプリント基板「NITOFLEX®」と精密回路付き薄

膜金属基板「CISFLEX®」が堅調に推移しました。今

後、HDDは画像や音声データなども保存する記憶装

置として大容量化が進むと見込まれています。当社

の高精細配線技術でその進化へ貢献してまいります。

半導体封止材料は、環境対応樹脂を中心に緩やか

な回復となりました。

プロセス材料は、半導体への設備投資が回復し

テープの貼り合せ装置が堅調に推移しました。また、

半導体製造工程で使用されるテープは、半導体市場

の回復に伴い、需要は堅調でした。半導体産業は、ア

ジア諸国での生産拡大が見込まれています。お客様

透明導電性フィルム「エレクリスタ™」
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のニーズを把握し、既存製品の更なる合理化と成長

分野における新製品開発に注力します。

メディカル事業

2010年度におけるメディカル事業は、国内におい

ては震災の影響により経皮吸収型テープ製剤の製造

拠点（宮城県大崎市）が操業停止を余儀なくされま

したが、既に復旧して生産を再開しています。一方で

米国のグループ会社が品質管理向上活動に専念する

ために、生産の一部を自主停止しています。このため

全体として極めて低調な推移となりました。しかし、

メディカル事業は、「グリーン・クリーン・ファイン」に

おける「ファイン（ライフサイエンス）」の中心となる

事業と位置付けており、将来の成長を取り込むため、

積極的に事業開拓を行っています。

国内では、2010年4月に興和株式会社とドネぺジ

ル塩酸塩の経皮吸収型テープ製剤に関する共同開発

契約を締結しました。当社が保有するテープ製剤技

術を用いてアルツハイマー型認知症治療薬を共同開

発していきます。

海外では、米国統括会社日東アメリカス社を通し

て、2011年2月に米国マサチューセッツ州にある核酸

医薬の製造受託分野でトップのアビシアバイオテクノ

ロジー社を買収しました。今後のシナジー効果が期

待されます。

精密回路付き薄膜金属基板「CISFLEX®」

●米国 アビシアバイオテクノロジー社が日東電工グループの一員に  
　～核酸医薬分野の事業基盤を強化～
2011年2月2日、日東電工は米国にある「アビシアバイオテクノロジー社」（以下ABI）を買収

しました。メディカル事業部の、新しい核酸医薬（siRNA）製造拠点です。

ABIは1999年に米国マサチューセッツ州ミルフォードで設立され、核酸医薬の受託製造では

世界シェア50%以上を誇り、核酸医薬品の分析や品質管理システムなど幅広い実績も持ってい

ます。

日東電工グループは、これまでも遺伝子治療に関する研究・開発を積極的に行っており、核酸医薬を合成するのに必要

なポリマービーズ「NittoPhase（ニトフェーズ）®HL」を日東電工東北事業所で生産し、世界各国で販売しています。

今回ABIがグループに加わったことで、揺籃期にある核酸医薬業界に

おいて更なる事業拡大を図り、患者さまのお役に立てる製品を世界にお

届けしたいと考えています。

■ABIの概要
社　　名	:	 アビシアバイオテクノロジー
事業内容	:	 核酸医薬の製造
所 在 地	:	 マサチューセッツ州ミルフォード

製品の一例

ABI建屋
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インダストリアルテープ

エレクトロニクス業界向けは、薄型テレビの需要が

堅調に推移し、スマートフォンを中心とするモバイル

機器の需要が伸長したことにより、光学用保護フィル

ムやシーリング材料などが好調に推移しました。これ

らモバイル機器の需要増に支えられ、電子部品の生

産個数が増加したため、電子部品用の粘着テープも

堅調に推移しました。また、タッチパネルを搭載した

機器も増加し、光学用透明粘着シートも順調に推移

しました。

自動車業界向けは、年度末の東日本大震災の影響

はあったものの、海外を中心とする生産台数の増加

に対応することができました。また、今後の成長が期

待される電気自動車においては、電気絶縁材料に加

えて、静音や省エネに役立つ材料のニーズが生じて

おり、新たな需要に期待しています。

●トルコに初の現地法人を設立
トルコは自動車、家電、金属板などを中心に高い経済成長が見込まれて

おり、外国企業による投資金額も増

加する傾向にあります。今後大きな

市場が見込まれる新興国でのビジ

ネスの拡大を戦略的に推進すべく、

トルコでは初めての現地法人を設

立しました。

●小惑星探査機「はやぶさ」の活躍に貢献した日東電工の粘着テープ
2003年5月9日に日本で打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ」は、約7年間宇宙を航行し、2010年6月13日、無事

地球に帰還しました。

この「はやぶさ」には、ニチコン株式会社様のフィルムコンデンサ「EMシリーズ」が

搭載されています。小惑星「イトカワ」着陸時にも貢献したこのコンデンサには、従来

製品以上に高い信頼性と軽量化が必要でした。そこで、耐熱性・高絶縁性が高く評価

された日東電工のポリエステル粘着テープNo.3161-F（現:No.3161FR2）が採用さ

れました。

今後も宇宙関連事業にも貢献できるような、信頼性の高い製品を開発していきたい

と考えています。

●エリアニッチトップ戦略
日東電工グループは、1960年代後半から海外進出を果たし、グローバル化を推進し、成長してきました。今後は、欧米

などの先進国に加えて、中国やインドをはじめとした新興国が経済成長の中心になると見込まれています。この変化に

対応するため、グローバルに統合された市場に向けてグローバルニッチトップ製品（GNT製品）の創出に注力するだけ

でなく、新興国を中心に各エリアのニーズを捉え、エリアニッチトップ製品（ANT製品）の創出にも努めます。

GNT製品とANT製品の2つのニッチトップ戦略でグローバル化の第2ステージを展開していきます。ニッチトップ製品

を創出していく上では、他社との差別化が重要です。製品の機能や提供価値のみならず、知的財産や規格化、供給方法

などサプライチェーン全体からみた差別化も図っていきます。

ポリエステル粘着テープＮｏ.３１６１ＦＲ２

■新会社の概要
社　　名	:	 日東電工トルコ
事業内容	:	 テープ関連製品・自動車部材の	

仕上げ加工、および販売
設立時期	:	 ２０１０年4月
所 在 地	:	 ツズラ（イスタンブールの東部）
資 本 金	:	 1億2千万円
従業員数	:	 9名（設立時）
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住宅建材やインフラ・設備投資関連は、国内需要が

回復したことに加えて、海外需要も上向きになり、建

材用の保護材料や施工材料である防水テープや養生

用テープが好調でした。工業用途全般に使用される

汎用両面テープやフッ素樹脂製品も好調に推移しま

した。

テープ関連事業は、日本国内に限らず高い成長が

期待できる新興国へ積極的に進出して、グローバル

展開を図っています。2005年度以降、13社を新興国

に設立していますが、2009年度はインドに、2010年

度はトルコに設立しました。新興国における成長戦

略のひとつとして「エリアニッチトップ」戦略がありま

す。現地で求められている品質や価格に見合った製

品を迅速に投入することで事業拡大を図ります。

メンブレン事業

逆浸透膜（以下RO膜）は、2010年度、中国・北米

向け一般工業用が堅調に推移しました。また、オース

トラリアのヴィクトリア州で建設中の日量44万トンの

大型海水淡水化プラント向けに新製品の逆浸透膜を

受注するなど海水淡水化案件も寄与して生産が回復

しました。

世界の水不足はますます深刻化しており、水処理

市場も大きく成長しています。今後も海水淡水化、排

水再利用等の成長分野でRO膜のみならずMF（精密

ろ過）膜、UF（限外ろ過）膜、MBR（メンブレンバイ

オリアクター）分野などでの前処理技術を強化すると

ともに、保守・管理ビジネスへの展開も図り、水処理

事業におけるトータルソリューションをお客様へ提供

することを目指していきます。

●上海万博に、当社の水ろ過デモ機を出展
2010年5月から10月まで開催された上海万博では、世界の代表都市が

「都市」として出展する「ベストシティ実践区」があり、日本からは大阪

館が参加しました。大阪館の出展基本テーマは、「環境先進都市・水都大

阪の挑戦」。そのテーマと、中国では人口増加や経済規模の拡大により

今後水不足がますます深刻化することが懸念されていることから、当社

の逆浸透膜を使った体験型の水ろ過デモ機を出展しました。

海水や排水などを飲み水に変える「ろ過膜」の技術をわかりやすく紹

介し、多くの来場者の関心をひいていました。なお、会期中の大阪館の

来場者数は170万人を超え、好評を博していました。


